
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

Ⅷ．関連内規 



 

Ⅷ．関連内規 
 

臨床研修委員会の機構 
 

１．臨床研修委員会の目的 

臨床研修委員会は、研修プログラムの作成、研修医の研修評価、研修医の募集・選考、研修

医のマッチング登録、長崎大学病院群との連携方策について審議し、臨床研修体制の確立を図

ることを目的とする。 

 

２．臨床研修委員会の組織 

（１）長崎大学病院群医師臨床研修管理委員会委員長 

（２）長崎大学病院医療教育開発センター長及び副センター長 

（３）医科卒後研修部門長、副部門長及び医師育成キャリア支援室長 

（４）医科系センター教員 

（５）診療科等の医師 各１人 

（６）臨床検査技師長、副薬剤部長、副看護部長 各１人 

（７）研修医 若干人 

（８）その他病院長が必要と認めた者 

 

３．ワーキンググループ等の設置 

臨床研修の実施に関する具体的な業務を行わせるため、臨床研修委員会にワーキンググルー

プ並びに内科系及び外科系小委員会を置く。 

（１）ワーキンググループの業務内容 

 ①ワーキンググループ１ 

・ 研修プログラムの作成に関すること。 

・ 研修医手帳の作成に関すること。 

・ 卒後臨床研修の評価に関すること。 

・ 長崎大学病院群との連携・調整に関すること。 

・ その他カリキュラムの策定に関すること 

 ②ワーキンググループ２ 

・ 研修医の募集要項及び採用方法の策定に関すること。 

・ 全国マッチング登録に関すること。 

・ 研修医のプログラムクラスの割振りに関すること。 

・ その他研修医のマッチング調整に関すること。 

③ワーキンググループ３ 

・ 研修医のオリエンテーションに関すること。 

・ 研修指導医の研修に関すること。 

・ 研修医に係る情報収集及び情報提供に関すること。 

・ 研修医の処遇及び福利厚生に関すること。 

・ その他研修医の勤務体制に関すること。 

④ワーキンググループ４ 

・ 地域保健・医療の推進に関すること。 

・ へき地・離島医療の推進に関すること。 

・ 地域医療の研修施設との連携に関すること。 

⑤ワーキンググループ５ 

・ 研修医へのサポート、カウンセリングに関すること。 

 

（２）内科系及び外科系小委員会の業務 

①内科系における具体的研修事項に関すること。 



 

②外科系における具体的研修事項に関すること。 

 

 

 

 

４．その他の委員会 

   （１）長崎大学病院群卒後臨床研修管理委員会 

長崎大学病院群卒後臨床研修管理委員会は、医師法第１６条の２第１項に規定する臨床

研修の円滑な実施を図るため、長崎大学病院群で組織された委員会である。 

なお、その組織は次のとおりである。 

①本院病院長 

②本院医療教育開発センター長及び副センター長 

③本院医療教育開発センターの医科卒後研修部門長、副部門長、医師育成キャリア支援室長

及び医科系のセンター教員 

④各研修プログラムの責任者及び副責任者 

⑤本院病院長が指名する臨床系の教授 

⑥各協力病院等の卒後臨床研修実施責任者 

⑦総務課長 

⑧本院及び協力病院等に所属しない医師又は有識者 

⑨その他本院病院長が必要と認めた者 

 

 

 



 

（1）長崎大学病院医療教育開発センター内規 
平成２２年１２月２７日 

病院内規第４１号  
 

 （趣旨） 
第１条 この内規は，長崎大学病院規則（平成２１年規則第１４号）第１３条第１項に規定する医療教

育開発センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （目的） 
第２条 センターは，長崎大学病院（以下「本院」という。）における医療従事者等（医師，歯科医師，

医療技術職員及び事務職員をいう。以下同じ。）のキャリア形成を支援するとともに，医療教育に関す

る教育研修プログラムの開発を行うことを目的とする。 
 （業務） 
第３条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 
 (1) 本院に勤務する医療従事者等のキャリア形成の支援に関すること。 
 (2) 本院に勤務する医療従事者等に対する教育研修プログラムの開発及び実施に関すること。 
 (3) 臨床教育・研修に係る企画の立案及び実施に関すること。 
 (4) 研修医及び修練医の募集及び採用に関すること。 
 (5) 研修医及び臨床研修指導医（以下「指導医」という。）の評価に係る業務に関すること。 
 (6) 指導医及び専門医の養成に関すること。 
 (7) 長崎大学病院群との連絡調整に関すること。 
 (8) 本院で行う卒前臨床教育の支援に関すること。 
 (9) その他医療教育に関すること。 
２ センターは，前項各号に掲げる業務を行うに当たっては，院内又は院外の関連する部署と連携する

ものとする。 
 （部門） 
第４条 センターに，次の各号に掲げる部門を置く。 
(1) 医科卒後研修部門 
(2) 歯科教育研修部門 
(3) 看護研修部門 
(4) 薬剤研修部門 
(5) コメディカル等研修部門 
(6) 外来医療教育部門 
(7) 長崎医療人育成部門 
 （室） 
 第５条 医科卒後研修部門に医師育成キャリア支援室を置き，医師育成キャリア支援室は，修練医の専

門医資格取得及びキャリア開発の支援を行う。 
 ２ 外来医療教育部門に外来医療教育室を置き，外来医療教育室は，医科臨床研修の地域におけるプラ

イマリケア診療を推進する。 
 ３ 長崎医療人育成部門に長崎医療人育成室を置き，長崎医療人育成室は，長崎県における医療人の育

成及び定着の推進をする。 
 ４ 医師育成キャリア支援室，外来医療教育室及び長崎医療人育成室に関し必要な事項は，別に定める

ことができる。 
 （職員） 
第６条 センターに，次の各号に掲げる職員を置く。 
 (1) センター長 
 (2) 副センター長 
 (3) 部門長 
 (4) 副部門長 
 (5) 室長 
 (6) 副室長 



 

 (7) 専任教員 
 (8) 兼務教員 
 (9) その他の職員 
２ センター長は，センターの教授のうち，病院長が指名した者をもって充てる。 
３ 副センター長，部門長，副部門長，室長，副室長及び兼務教員は，病院長が指名する者をもって充

てる。 
４ 第１項第２号から第６号まで及び第８号の職員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
５ 第１項第２号から第６号まで及び第８号の職員に欠員を生じた場合の補欠職員の任期は，前任者の

任期の残余の期間とする。 
 （業務分担） 
第７条 センター長は，センターの業務を掌理する。 
２ 副センター長は，センター長を補佐し，センター長に事故があるときは，センター長があらかじめ

指名する副センター長がその職務を代行する。 
３ 部門長は，当該部門における業務を総括する。 
４ 副部門長は，部門長を補佐し，部門長に事故があるときは，その職務を代行する。 
５ 室長は，当該室における業務を統括する。 
６ 副室長は，室長を補佐し，室長に事故があるときは，その職務を代行する。 
７ 専任教員，兼務教員及びその他の職員は，上司の命を受け，それぞれの業務に従事する。 
 （運営委員会） 
第８条 センターに，センターの円滑な運営を図るため，長崎大学病院医療教育開発センター運営委員

会（以下「運営委員会」という。）を置く。 
２ 運営委員会に関する事項は，別に定める。 
 （補則） 
第９条 この内規に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。 
   附 則 
１ この内規は，平成２３年２月１日から施行する。 
２ 第６条第２項の規定にかかわらず，センターの教授に欠員が生じた場合は，欠員が解消されるまで

の間，病院長が指名する副病院長をもってセンター長に充てるものとする。 
３ この内規施行後，最初に命じられる第６条第１項第２号から第６号まで及び第８号の職員の任期は，

第６条第４項の規定にかかわらず，平成２４年３月３１日までとする。 
４ 長崎大学病院臨床教育・研修センター内規（平成２１年病院内規第７１号）は，廃止する。 
附 則 
 
この内規は，平成２６年４月１日から施行する。 
   附 則 
この内規は，平成２８年４月１日から施行する。 
   附 則 
この内規は，平成３０年４月１日から施行する。 
      附 則 
この内規は，平成３１年４月１日から施行する。 
    附 則 
この内規は，令和２年４月１日から施行する。 
      附 則 
この内規は，令和２年４月３０日から施行し，改正後の長崎大学病院医療教育開発センター内規の規定

は，令和２年４月１日から適用する。 
   附 則 
この内規は，令和３年４月１日から施行する 
   附 則 
 この内規は，令和４年１１月１日から施行する。 
 



 

（２）長崎大学病院医療教育開発センター運営委員会内規 
平成２２年１２月２７日 

病院内規第４２号 
 （趣旨） 
第１条 この内規は，長崎大学病院医療教育開発センター内規（平成２２年病院内規第４１号）第８条

第２項の規定に基づき，長崎大学病院医療教育開発センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）

の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
 （審議事項） 
第２条 運営委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

(1) 医療教育開発センター（以下「センター」という。）の管理運営に関すること。 
(2) センターの施設整備に関すること。 
(3) その他センターに関する必要な事項 

 （組織） 
第３条 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) センター長 
(2) 副センター長 
(3) 部門長 
(4) 内科系及び外科系教員 各１人 
(5) 中央診療施設の教員 １人 
(6) 歯科系教員 １人 
(7) 看護部長 
(8) 総務課長 
(9) その他病院長が必要と認めた者 

２ 委員は，委員長が命ずる。 
 （任期） 
第４条 前条第１項第４号から第６号までの委員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
２ 前条第１項第４号から第６号までの委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間

とする。 
 （委員長及び副委員長） 
第５条 運営委員会に委員長を置き，第３条第１項第１号に掲げる委員をもって充てる。 
２ 委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。 
３ 運営委員会に副委員長を置き，委員長が指名する委員をもって充てる。 
４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときはその職務を代行する。 
 （会議） 
第６条 運営委員会は，委員の過半数の出席がなければ，議事を開くことができない。 
２ 運営委員会の議事は，出席者の過半数の同意をもって決し，可否同数のときは，議長の決するとこ

ろによる。 
 （意見の聴取） 
第７条 委員長が必要と認めたときは，運営委員会に委員以外の者を出席させ，意見を聴取することが

できる。 
 （事務） 
第８条 運営委員会の事務は，総務課において処理する。 
 （補則） 
第９条 この内規に定めるもののほか，運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。 
   附 則 
１ この内規は，平成２３年２月１日から施行する。 
２ この内規施行後，最初に命じられる第３条第１項第５号から第７号までの委員の任期は，第４条第

１項の規定にかかわらず，平成２４年３月３１日までとする。 
   附 則 
 この内規は，平成２３年１０月３日から施行し，平成２３年１０月１日から適用する。  



 

（３）長崎大学病院医療教育開発センター医師臨床研修委員会内規 
平成２３年１月３１日 

病院内規第７号 
（設置） 
第１条 長崎大学病院（以下「本院」という。）における医師臨床研修の円滑な実施に資するため，医療

教育開発センター医科卒後研修部門に，医師臨床研修委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
 （審議事項） 
第２条 委員会は，医師臨床研修に関し，次に掲げる事項について審議する。 
 (1) 卒後臨床研修プログラムの作成に関すること。 
 (2) 研修医手帳の作成に関すること。 
 (3) 研修医の卒後臨床研修の評価に関すること。 
 (4) 研修医の募集要項及び採用方法の策定に関すること。 
 (5) 全国マッチング登録に関すること。 
 (6) 研修医のプログラムクラスの割振りに関すること。 
 (7) 研修医のオリエンテーションに関すること。 
 (8) 研修指導医の研修に関すること。 
 (9) 研修医に係る情報収集及び情報提供に関すること。 
 (10) 研修医の処遇及び福利厚生に関すること。 
 (11) 長崎大学卒後臨床研修システムを構築する長崎大学病院群との連携・調整に関す 
ること。 
 (12) その他卒後臨床研修に関すること。 
 （組織） 
第３条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 
 (1) 医療教育開発センター長 
 (2) 医療教育開発センター副センター長 
 (3) 医療教育開発センター（以下「センター」という。）の医科卒後研修部門長，医科 
卒後研修副部門長及び医師育成キャリア支援室長 
 (4) センター長が指定する診療科の教員及び医員 各 1 人 
 (5) その他委員長が必要と認めた者 
２ 委員は，病院長が命ずる。 
 （任期） 
第４条 前条第１項第４号の委員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
２ 前条第１項第４号の委員に欠員を生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，第３条第１項第１号に掲げる委員をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故があるときは，第３条第１項第２号に掲げる委員がその職務を代行する。 
 （意見の聴取） 
第６条 委員長が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者を出席させ，意見を聴取す 
ることができる。 
 （研修医短期海外研修候補者の選考） 
第７条 委員会は，本院における研修医の短期海外研修に参加させる候補者を選考するため，選考会議

を開催する。 
２ 選考会議は，次に掲げる構成員により開催する。 
 (1) 病院長が指名する副病院長 
 (2) 第３条第１項第１号及び第２号に掲げる委員 
 (3) 第３条第１項第３号に掲げる委員のうち，医科卒後研修部門長 
 (4) 第３条第１項第４号に掲げる委員のうち，内科系及び外科系の診療科から選出され 
た委員 各 1 人 
 (5) その他病院長が必要と認めた者 



 

３ 選考会議の議長は，前項第１号の副病院長が務める。 
４ 議長が必要と認めたときは，選考会議に構成員以外の者を出席させ，意見を聴取することができる。 
 （事務） 
第８条 委員会の事務は，総務課において処理する。 
 （補則） 
第９条 この内規に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，委員会が別に定めることができる。 
   附 則 
１ この内規は，平成２３年２月１日から施行する。 
２ この内規施行後，最初に命じられる第３条第１項第４号の委員の任期は，第４条第１項の規定にか

かわらず，平成２４年３月３１日までとする。 
３ 長崎大学病院卒後臨床研修委員会内規（平成２１年病院内規第７４号）は，廃止する。 
   附 則 
 この内規は，平成２３年１０月３日から施行し，平成２３年１０月１日から適用する。 
    附 則 
 この内規は，平成２８年４月１日から施行する。 
  



 

 
 
（４）長崎大学病院群医師臨床研修管理委員会内規 

平成２１年４月１日 
病院内規第７５号 

  （趣旨） 
第１条 長崎大学病院（以下「本院」という。）に，医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修に関

する省令（ 平成１４年厚生労働省令第１５８号）第４条第１項第１２号に規定する研修管理委員会と

して，長崎大学病院群医師臨床研修管理委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
 （長崎大学病院群） 
第２条 長崎大学病院群は，本院と協力・連携し，卒後臨床研修を行う協力病院及び研修協力施設（以

下「協力病院等」という。）をもって組織する。 
２ 協力病院等は，別に定める。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，長崎大学病院群による医師臨床研修に関する次に掲げる事項について審議する。 
(1) 研修プログラムの全体的な管理に関すること。 
(2) 研修医の全体的な管理に関すること。 
(3) 研修医の研修状況の評価及び認定に関すること。 
(4) 研修医の進路相談等の支援に関すること。 
(5) その他初期臨床研修に関すること。 
 （組織） 
第４条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 
(1) 本院病院長 
(2) 本院医療教育開発センター長 
(3) 本院医療教育開発センター副センター長   
(4) 本院 医療教育開発センターの医科卒後研修部門長，医科卒後研修副部門長，医師育成キャリア支援

室長及びセンター教員（医科系に限る。） 
(5) 各研修プログラム の責任者及び副責任者  
(6) 本院病院長が指名する臨床系の教授 １人 
(7) 本院看護部長  
(8) 本院医療技術部長 
(9) 協力病院 等研修実施責任者  
(10) 本院総務課長  
(11) 本院及び協力病院等に所属しない医師又は有識者（医師以外） 若干人 
(12) 初期臨床研修医 若干人 
(13) その他本院病院長が必要と認めた者  
２ 委員は，本院病院長が委嘱する。 
 （任期） 
第 5 条 前条第１項第 １１号の委員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。 
２ 前条第１項第 １１号の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
 （委員長） 
第６条 委員会に委員長を置き，本院病院長が指名する者をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 
３ 委員長に事故があるときは，第４条第１項第２号に掲げる委員が，その職務を代行する。 
  （議事） 
第７条 委員会は，委員の過半数の出席がなければ，議事を開くことができない。 
２ 委員会の議事は，出席委員の過半数の同意をもって決する。ただし，可否同数のときは，議長の決

するところによる。 
 （意見の聴取） 
第８条 委員長が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者を出席させ，意見を聴取することができ



 

る。  
 （医師臨床研修実務者連絡協議会） 
第９条 委員会に，本院及び協力病院等での医師臨床研修実施上の問題点等について調整を図るため，

長崎大学病院群医師臨床研修実務者連絡協議会（以下「連絡協議会」という。）を置く。 
２ 連絡協議会に関し必要な事項は，別に定める。 
 （ワーキンググループ） 
第１０条 委員会に，医師臨床研修の実施に関する具体的な業務を行わせるため，ワーキンググループ

を置く。 
２ ワーキンググループに関し必要な事項は，別に定める。 
 （専門委員会） 
第１１条 委員会に，必要に応じ，特定の事項について専門的に調査・審議させるため，専門委員会を

置くことができる。 
２ 専門委員会に関し必要な事項は，委員会が別に定める。 
  （事務） 
第１２条 委員会の事務は，本院総務課において処理する。  
  （補則） 
第１３条 この内規に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定めることができる。 
   附 則 
 この内規は，平成２１年４月１日から施行する。 
   附 則 
１ この内規は，平成２３年２月１日から施行する。 
２ この内規施行後，最初に委嘱される第４条第１項第８号の委員の任期は，第５条第１項の規定にか

かわらず，平成２４年３月３１日までとする。 
   附 則 
 この内規は，平成２３年１０月３日から施行し，平成２３年１０月１日から適用する。    
   附 則 
 この内規は，平成２３年１１月１４日から施行する。 
   附 則 
 この内規は，平成２９年４月１日から施行する。 
   
 
 


